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    在宅看護師のいけない関係

    　

    早瀬らいむ

    　

    看護師の白衣に包まれた、私の胸の大きなふくらみをまさぐる老人の手。

    「あっ……ダメですよ、藤堂さん……」

    「何を言ってるんだ、今更」

    「や、やめてください。お願いです……」

    この人を放り出して、逃げられるものならそうしたい。

    しかし、自分の責務において引き受けた以上、投げ出すわけにもいかない。

    血管が浮き出るほどに痩せ細り、シワだらけの老いた手は、悪びれることもなく五本の指を乳房に這わせた。

    「今日もまた、ガッチリした下着を付けているのか」

    「えっ？」

    「感触が悪くて、愉快じゃないな」

    「……」

    私はできるだけ胸元が自由にならない、締め付けるタイプのブラを選んでいた。

    この人だけの在宅看護師である限り、こういったことが避けられないのはわかっている。だけど、毎日のように平然と触られ続けるのは、正直楽しいわけはない。

    そんな私の心情も知らず、老人の指先は気持ちよさそうにボリュームあるおっぱいを揉み始めた。

    そして、影も形も現れていなかった乳首の場所を、白衣の上からピタリと探り当てる。

    「あんっ……」

    「ここだ、ここだ」

    「やっ……」

    老人は満足そうな笑みをこぼす。

    「どうだい、感じるだろ？」

    ツンと固くなり始めた私の胸の急所を、年老いた親指と人差し指がつまみ、クリクリと嬉しそうに弄ぶ。

    「あ、ちょっと……」

    「たまには悶えた声でも出してみんかね。老い先短い年寄りを喜ばすのも、看護師のあんたの仕事だよ」

    「……」

    　

    　

    二十三歳の私、山本純香は、藤堂グループ会長、藤堂秀彦氏の在宅看護師として、一か月前からこの大豪邸に勤務していた。

    藤堂家といえば、誰もが知る大財閥グループ。商社、金融、運輸、海外のホテルまで、その事業規模は莫大だ。

    そして七十八歳を迎えたこの老人こそが、そのグループの頂点に立つ、藤堂秀彦会長だった。

    ワンマン経営者として知られていたが、七年前に脊髄を患い、下半身麻痺となってからはその実権を長男である秀明氏に譲り、自宅で療養を続けていた。

    そしてつい先日のこと、肺炎を引き起こし、私の勤務する大学病院へと搬送されてきたのだ。

    十数日間、特別室の担当看護師として誠心誠意お世話をした。それが気に入ってもらえたのか、退院後も在宅看護師として自宅に来てほしいと打診されたのだ。

    これはもちろん、病院を通しての正式な申し入れだったので断ることなど許されない。また金銭面でも、今以上に優遇してくれるという。

    私はすぐに飛びついた。

    　

    十八の時、突然の事故で両親を一度に亡くした私は、少し歳が離れた、まだ中学になったばかりの弟と二人、支えあって生きてきた。

    親が残してくれた古くて小さな一軒家があったものの、生活は苦しく、私は念願だった大学への進学を諦め、お給料のいい看護師になることにしたのだ。

    病院でバイトをしながら、看護学校に二年間通うという日々。准看護師の資格を取る前も、取った後も、とにかく必死で働いた。

    自分のほしいものなど何一つ買ったことはない。同年代の友達とも遊ばなかった。そんな贅沢、私のような境遇の人間には許されなかったから。

    そして今年は、特にお金がいる。大学受験を控えた弟の学費を捻出する必要があるのだ。

    弟は小さい時から成績優秀で、ある意味、生き甲斐だった。彼が立派に成長していくのを見るのが、親代わりでもある私の、何よりの希望でもあった。

    こんな節約三昧の、ギリギリの人生だから、もちろんこれまで男性と付き合ったことなどない。

    時には、医師や患者さんに食事に誘われることもあったけど、とても私と弟の未来を託せるとは思えなかった。

    捨てられるのがわかっていて、遊びで恋愛する余裕など存在しなかったのだ。

    バストが人より大きいことで、軽いだの、男性経験が豊富だのと、噂されることもあった。だが、実際には未だに男性経験はなく、キスさえもしたことがない。

    だから、いくら専任の在宅患者とはいえ、毎日のように体を触られるのは正直苦痛だった。

    大学病院での藤堂氏は、品のいい穏やかな老人という印象だったが、この豪邸に戻ってからは人が変わったみたいだ。

    もしかして私にエッチなことをしたくて、在宅看護師に指名したのだろうか。バストの大きさだけが目的で……？

    そう考えると、少し情けなくなった。

    　

    　

    豪華なシャンデリアがある広々とした寝室に、その老人は横たわっていた。国内最大級サイズの、特別仕様の介護用ベッドに。

    私が体を拭き始めると、決まっておっぱいに触れてくる。

    今日も、両手のひらでふくよかな乳房を持ち上げ、掴むように揉みしだいたかと思うと、その中心を攻めてきた。

    「全く、感じないのかね」

    「……」

    表情ひとつ変えない私が面白くないのか、藤堂会長はつまらなさそうに聞いてくる。

    「あんた、セックス経験が多過ぎるのか、それともないのか、どっちかね」

    「えっ？」

    「看護師という仕事は、裸や性器を平気で見るから、不感症になる人も多いと聞くが、そうなのか？」

    「……別に、そういうわけじゃ……」

    「こんな看護師、初めてだよ」

    「ということは、別の人にも？」

    「これも給与のうちだ」

    「そんな……」

    納得いかない彼の論理に、私は少しムッとした。

    「しかし……こんなにそそられた女は、あんたが初めてだよ」

    「え……」

    「あんたには、人の心を惹きつける、魔性の魅力があるからね」

    「はぁ……」

    方向性を大きく取り違えている気もしたが、私はちょっとだけ嬉しかった。今まで看護を担当してきた女性と差別化されたのだ。

    私はこの人に、認められている……。

    「それに山本さん、私はあんたが心配なんだ。お色気ムンムンの、性的に一番盛んな年頃なのに、そんなに無反応じゃ……」

    「え？」

    「将来、男をうまく操れないぞ。せっかく魅力あるおっぱいをしてるのに」

    「そう、ですか……」

    「どうだ、私が開発してやろうか？　あんたのこと」

    「そ、そんな……結構です！」

    私は逃げるように、老人の体を拭いていたタオルの手を引っ込めた。しかし遮るように、腕を

    掴まれる。

    藤堂会長は話を聞く様子もなく、一方的に巨乳を撫でまわした。

    「それに死ぬ前に一度だけ、一度だけでいいから……ナマであんたの大きな乳をしゃぶってみたいんだ。ダメかい？」

    さっきは上から目線だったのに、今度は哀願するように見つめてくる。

    実は私は、こういった気力の衰えた患者さんの頼みごとに弱い……。

    看護師という職業を選んだのには、もちろんお給料がいいというのが大前提だったが、昔から困っている人を助けてあげたい、悩みに耳を傾けてあげたいという性格にもあった。

    会長はここ最近、同じようなことばかり言っている。

    これは体の自由が奪われ、いつ死が訪れるかわからない老人の、恐怖に怯えた悲痛な叫びなのかもしれない。

    そう思うと、この人が急に可哀想になってきた。

    同時に、『望みをかなえてあげたい』という元来の職業的責務が頭をかすめる。

    「考えてみてくれ、弟さんの学費がいるんだろ」

    「どうしてそれを」

    「あんたのことなら、何でも知ってるよ。今まで良く、頑張ってきたね」

    「え……」

    そしてこのいたわりの一言が、ついに私の急所を突いた。

    「これからは悪いようにはせんから」

    悪いようにしないということは、お給料を少しはあげてくれるのだろうか。

    でも、やっぱり……。

    「私、今まで、男性に触れられたことがなくて……」

    「処女なのか、あんた」

    私はコックリと頷いた。

    「それなら、三百万。三百万出そう」

    「さ、三百万!?」

    「昔から初物は、高い値がつくもんなんだ」

    「……」

    確かに三百万もあれば、当面の生活、弟の学費の心配もなくなる。

    「それに、妻はもう死んでこの世にはいない。あんたを好いて恋愛感情を持ち、金銭面で援助したところで、誰に文句を言われる筋合いでもないんだ」

    「つまり、私が好きっていうこと、ですか？」

    「そうだ、好きだ。入院してた時から、あんたのことが瞼から離れんのだよ」

    老人のストレートな求愛に、なぜか動揺した。

    トキメキのようなものさえ、感じている。信じられないけれど。

    それにこの人は、そんな大金を払ってまでも私を求めている。つまり必要とされているのだ。

    「ホントにおっぱい、触るだけでいいんですか？」

    「ああ、怖がらせるようなことは絶対にしない」

    どちらにしても下半身が麻痺しているので、この人に男としての機能は備わっていない。つまりセックスはできないということだ。触ったり、舐めたり、それが限界なのだ。

    提示された金額が衝撃的だったのも事実だけど、私はそれ以上に、この哀れな老人の願いを聞き入れてあげたいと純粋に思った。

    「そんなに私のことを？」

    「ああ、そうだよ、山本さん。あんたが好きだ。あんたのおっぱいを触れるなら、今すぐ死んでも後悔しないよ」

    見ると、藤堂会長は目にうっすら涙を溜めている。この気持ちは嘘ではないようだ。

    今なら、一緒に暮らす息子の秀明さんは会社だし、彼の妻である祥子さんも出かけている。この豪邸には、台所を任されたコックとヨシさんという家政婦しかいない。

    昼食が終わったこの時間なら、大声で呼びでもしない限り、絶対に部屋には入ってこないだろう。

    私は念のため、ドアロックした。

    　

    「いいのかね」

    私は静かに頷いた。

    「本当は少し、怖いです。何の経験もないので。でも、こんなに思っていただけているんだから、勇気を出します」

    そういうと私は、白衣のボタンを上から一つずつ外していった。上半身、ブラだけになる。

    少しだけ肌寒さを感じたが、それよりも恥ずかしい感情の方が勝っていた。

    老人は、ブラに包まれた深い胸の谷間に顔を近づけ、

    「おぉ」

    と感嘆の声をあげる。

    そして、羞恥に消えてしまいたい私の胸元に視線を釘づけたまま、

    「ベッドを起こしてくれ」

    と静かに言った。

    リモコンのボタンを押す。

    指示通りの角度にベッドの背を立てると、会長は足を投げ出し、座ったような姿勢になった。

    「ここへ来てくれ」

    指示されたベッドサイドに向かう。

    「若くてきれいな肌だ、美しいよ」

    そういうとその老いた指は、ブラのヒモをなぞるように動き出した。かと思うと、胸の谷間からズブリと中に手を差し込んだ。

    「あ……」

    ブラの中でもぞもぞと動く、年老いた手。

    何かに焦ることもなく、これまで弄んできた数々の女を思い出すかのように、ゆっくりと私を気持ちよくさせていく。

    「ここは、どうかな？」

    「や……」

    乳輪の淵を虫が這うようになぞられて、ジワジワと快感が昇ってくる。

    私の神経は真ん中にある突起に集中していた。なのに、そこには触れてくれない。

    女の下半身はそのもどかしさからか、なぜかゾクゾクと疼き始めた。

    「これが、感じているようだね。気持ちいいかい？」

    「は、はい……」

    静かな官能の波。

    老人は一気に、私のブラをお腹の下まで摺り下げた。

    「キャッ……」

    ぷりんとした乳白色のたわわな乳房が、その人の目の前に露出する。中心にはきれいな桃色に発色した乳首。

    「嬉しいよ、ありがとう、山本さん……」

    そういうと会長は両手両指を使い、柔らかな私のおっぱいをむにゅむにゅとカタチを変えながら、揉みしだいた。

    極度の緊張状態にありながらも、私の息はあがっていく。

    そして老人指はツンと固くなっているピンクの突起を捉え、つまんで弾く。

    「あ、あぁん……いやっん……」

    どう表現していいかわからないけど、とにかく気持ちがいいのだ。

    変な気分になっていく。おへその下がモゾモゾと、熱を帯びてきた。

    「そんなに、いいかい？」

    「え、はい……」

    「なら、良かったよ」

    ろう人形のように固まったままの、私の熟れた胸元に、その人は舌と唇を這わせ始めた。乳房の周りから乳輪まで楽しむように、ゆっくりと。

    ノスタルジーを感じる白髪が、私の前を行ったり来たりする。

    意識は、どこか別の世界へ落ちていった。

    呼吸だって、もう普通ではない。

    「あぅ、あぁぁんっ……」

    私は老人の舌と指に、確かに感じていた。

    そしてついに、乳首が口の中に含まれた。

    会長は、ピチュピチュといやらしい音を立てながら、固くなった先っぽを転がし、吸った。

    男性に触れられる、イコール、こんな感触が味わえたなんて……。

    　

    「これまで遊んだ女は数々いたけど、こんないいおっぱいは、初めて見たよ」

    「……」

    私は恥ずかしくて、思わず顔を赤らめた。

    「感じてるなら、股の間も濡らしてるだろうね」

    そういうと老人の手は私の背中を降りて行き、突然白衣のズボンに侵入した。

    「キャッ」

    「もう少し任せてくれんかね」

    「……」

    するとその手はお尻をつるんと撫で、一気にショーツの中まで進んだ。

    「いやっ……」

    しかしひるむことなく、そのいやらしい指を処女の入り口へと押入れた。

    「ほうら、やっぱり思った通りだ、べとべとだよ。山本さん……」

    「え……」

    「あんた、初めてだから、感じやすいんだ。今まで男と交わらなかった年月分だけ、欲が溜まってるんだよ」

    「そう、なんですか？」

    「女性はね、男に可愛がられ、甘い蜜を流してきれいになっていくんだ」

    そういうと老人は、女の敏感な割れ目に沿うように指を前後に動かした。

    「どうだ、感じるだろ」

    「うぅん、あっ……やっ……」

    「気持ちいいんだね、私も嬉しいよ」

    藤堂会長は、女の一番敏感なクリッとした部分を刺激するようにつまんだ。

    その瞬間、味わったことのない快感が襲ってくる。

    「い、いやん……うそッ、あ、あぁん……」

    興奮が高まっていく。

    「ズボンを脱ぎなさい。もっと気持ちよくしてあげるから。このままではやりにくいんだ」

    「え……でも……」

    「あんたのためだよ」

    それは話が違うと言いたかったけど、私はもう少し先の未知の快感を体験してみたくもあった。

    三百万もの大金を用意するという、この老人の想いにも応えてあげたい。

    どうせ、侵されるということはないのだから……。

    私は言われた通りズボンを脱ぎ、ショーツのままで、ベッドの淵に座りなおした。

    「今度は向こうを向きなさい」

    「え……？　あ、はい……」

    言われた通り、彼に背を向けて座りなおした。

    すると老人は、素早く後ろから、ショーツの中に手を入れた。

    もう片方の手も休むことなく、乳首をツンツンと弾きながら、乳房をぐにゅぐにゅと揉む。

    会長は私の首と背中に唇を落としながら、ついに女の奥に指を侵入させ、襞を分けるようにグリグリと内側をかき乱した。

    「ああっ……ダメっ……」

    もう、我慢できない。奥がジンジンと疼いてくる。失禁しそうな、そんな快感だ。

    呼吸はハアハアと、自分では調節できない。

    下半身はたっぷりと蜜を吐きだし、ショーツを濡らした。

    女の入り口には、指がさらにもう一本追加され、くちゅくちゅという卑猥な音を大きな部屋に響かせる。

    「あぁぁん、うそっ……なんで……？」

    これまで溜め込んでいたエッチな液は、股間から溢れだし、会長の手ベタベタにした。

    「あっ、いやっ、いいっ……」

    「このままあんたを、イカせてあげよう」

    そして、その年老いた指先は私を官能の淵まで追い詰め、生まれて初めての頂点の喜びを教えたのだ。

    　

    「ありがとう、あんたのお蔭で天国を味わえたよ」

    私がボーッとしながら、脱いだ白衣をおもむろに身に着けていると、藤堂会長は満足そうにそう言った。

    「約束の三百万は、口座に振り込んでおくから」

    「え……」

    なぜか、違和感を覚える。

    というか、自分がとんでもない悪女に思えた。むなしささえも広がってくる。

    初めての快感をこの人に教えてもらった。

    最初は可哀想な老人のため、職務を全うしたい責任感、お金のためだったりもしたけど、今ではそんなことはどうでもいい。

    感謝していたのだ。新たな自分を導き出してくれたこの人に。

    だからそんな大金、受け取ることはできない。

    「私を、悪い女にしないでください」

    「どういう意味だ？」

    「藤堂さんが好きだって言ってくれたから、応じたんです。だからお金は受け取れません」

    「それじゃあ……」

    「看護師は、娼婦ではありませんから」

    「本当にいいのか？」

    「はい」

    　

    それからも私は、いつもとかわらず会長の看護を続けた。

    が、あれ以来、体に触ってくることはなかった。一度だけという約束は、本当だったのだ。

    会長は以前よりも穏やかになり、優しい気遣いさえもみせるようになった。

    私は毎日、この老人と話をするのが楽しくなっていた。

    　

    　

    そして数日たったある日……。

    私は、この豪邸で一緒に暮らす会長の長男、秀明さんの妻祥子さんに、突然廊下で罵倒された。

    「あなた、どんな手口でお父様をたぶらかしたの!?」

    「え……」

    「ったく、こんなことで財産が手に入るとでも思ったら、大間違いよ。とにかく、今日限り辞めていただきますから」

    「あの、私、何か……」

    「しらじらしい。大学病院も、とんでもないのをよこしたもんだわ。あなた、今後も看護師を続けられるなんて思ってないわよね」

    「そ、そんな……」

    「ま、キャバクラの方が、お似合いだけど」

    「……」

    もしかしてこの前のこと、見られていたのだろうか。だとしても……。

    「三百万ねぇ、この体が？　ただ胸が大きいだけじゃない」

    祥子さんは私の体を、上から下までバカにするように見た。

    「あの、お言葉ですが……私、お金をいただいた覚えはありません！」

    ピシャッ！

    話が終わってないにもかかわらず、いきなりのビンタ。

    「汚らわしい、女……」

    「あ……」

    私は赤らむ頬を、手で押さえた。

    「盗人猛々しいとは、このことね。卑しいメスブタが」

    「え……」

    なぜ自分は、こんな酷い目にあうのだろうか。

    会長に胸を触らせたのは、看護師として多少は行き過ぎていたのかもしれないけど、悲痛な老人患者の最期の願いを聞き入れ、受け入れただけ。

    そんなにいけないことなのだろうか。それに見返りなどは、求めてもいない……。

    気がつくと私は、悔しさで涙を流していた。

    　

    「何事だ？」

    言い争っていたすぐ近くのドアが開く。長男の秀明さんが、書斎から出てきたのだ。

    四十代前半にして、グルーブの代表職に就いている彼は忙しく、自宅であるこの豪邸にも滅多に帰ってこなかった。私と顔を合わせることは、ほとんどない。

    広い肩幅に、引き締まった体、長身。気品のある整った顔立ちは、好青年がそのまま歳を重ねたようなダンディな風貌だった。

    この家の家政婦から聞いた話によると、この夫婦には子供がいないらしい。

    私を殴った妻の祥子さんは、秀明さんと同い年。だからもう、望みが薄いのではないかと彼女は話していた。

    将来は親族の誰かを養子にして、会社を継がせるようだ。

    「廊下で何を騒いでいるんだ？」

    「お父様をたぶらかすこの女に、解雇を言い渡していたところよ」

    「父さんはそんなこと、言ってなかったじゃないか」

    「この女の魂胆はみえてるわ。私にはわかるの。お父様に体で迫って婚姻届を書かせ、この家の財産を乗っ取るつもりよ！」

    「ち、違います……私、そんなこと……」

    酷い侮辱だった。私は看護師で、ただ自分の仕事をしただけなのに……。

    プライドが切り裂かれ、弁明する気力さえ奪われるようだった。

    「山本さんでしたね」

    秀明さんが私を見た。

    「少し話を聞かせてくれませんか」

    「私、ホントに財産なんて……」

    「わかってます。家内の失礼は私がお詫びします」

    「あなた！」

    「さ、こちらへどうぞ」

    私は彼の書斎へと通された。

    　

    　

    天井まである大きな本棚に、落ち着いたダークブラウンなインテリア。センスのいい書斎だった。中央にはデスクと、応接セットがある。

    奥にも別に部屋があるようだ。

    半開きのドアからは、寝室なのだろうか、広いベッドが見える。

    いつもここで、寝起きしているんだ……。

    私は直感でそう思った。

    中年夫婦の半数以上が寝室を別にしている、セックスレスだと聞く。この人たちも例外ではないようだ。

    やはり家政婦の話の通り、子供はもう諦めてしまったのだろうか……。

    　

    「そこに、掛けてください」

    「はい」

    勧められたソファに腰かける。

    「あの、私、ホントに……」

    「わかってます。好意で父に接してもらってるのは。先ほどは家内が大変失礼しました。心からお詫びします。勝手なお願いですが、水に流していただけると……」

    「あ、はい……」

    「良かった」

    　安心したように微笑む彼の横顔が、すがすがしい。

    　私もホッとして、思わずうつむいた。

    「実は父が、山本さんの境遇を心配して、弟さんの学費を応援したいと言っているんです。もちろん僕も賛成したのですが、どうもそれを家内が変に誤解したらしくて……」

    「えっ？」

    「聞きました、父があなたに屈辱的なことを強要したことも」

    「強要だなんて、それは違います。切実に望んでくださったので、私の気持ちとしてお応えしただけです」

    「そう、でしたか」

    「だからもちろん、お金は入りません。いえ、受け取れません。もし受け取ったら、好意ではなくなってしまいますから。それはお父様にもお話しました」

    「でも、父はその件とは別に、純粋に……」

    「ありがとうございます。お気持ちだけで」

    「わかりました」

    「その代り、今後もお父様のお世話をさせてください。急に解雇されるようなことがあると、生活も……」

    「それはもちろんです」

    私は安堵の笑みをこぼした。

    「父があなたに恋している理由、わかるような気がします」

    「え？」

    秀明さんは恥ずかしそうに笑うが、その中には何か、寂しさが隠れているようだった。

    辛いことでもあるのだろうか。私で役に立つなら、話だけでも聞いてあげたい。

    元来の、お節介な性格が顔を覗かせる。

    　

    私はそれからしばらく、秀明さんの眼差しが目に焼き付いて離れなかった。

    またこの人に、会ってみたい……。

    奥様がいる彼を慕うなど、そんな感情を持つことは、いけないことなのだろうか。

    私はすでに、わからなくなっていた。

    　

    この藤堂家の豪邸には、寝たきりの藤堂会長、秀明さんの妻祥子さん（あれ以来、できるだけ顔を合わさないようにしているが）、コックと家政婦、そして私の、普段は五人しかいなかった。

    ただ最近は祥子さんが社交ダンスを習い始めたとかで、その講師である若い男性が時々やってきていた。

    この豪邸には、来賓客用のホールというのが地下にあって、そこでダンスを習っているらしい。

    その若い講師は、真っ赤なスポーツカーに乗ってやってきた。エンジンの音がブンブンとうるさいので、到着するとすぐにわかる。

    　

    その日の午後は、会長の入浴予定だった。

    エレベータで地下に下り、介護用浴室を使うため、介添人は一人でも大丈夫だったのだが、ホールに近いことが気になった。

    私はレッスンがいつ終わるのかを、確認しに地下に下りていった。

    そしてダンスレッスン中であるはずの、ホールの扉をそっと開ける。

    しかし、誰もいない。

    「もう終わったのかな。でもまだ、車が……」

    と思った瞬間、私は全身が凍りついた。

    ホール隣の準備室から、エッチな喘ぎが聞こえてきたのだ。

    「あぁんっ、いい、いいわ……もっと奥、奥に入れてぇ……」

    祥子さんの声だ。

    「ヤバイよ、祥子さん。あなたの魅力にすぐにもイキそうだよ」

    「まだ、ダメ。もっと突いて、気持ちよくさせてくれなきゃ」

    激しい二人の吐息に混じって、バコバコ、ベチベチという肌が触れあう音がする。

    私はいけないと思いながらも、好奇心が抑えられず、気配を殺してそこを覗いた。

    　

    社交ダンスの衣装なのだろうか。

    キラキラとラメの入った真っ赤なロングドレスを身に着け、同じ色のハイヒールを履いた祥子さんが、九十度に腰を前に折り曲げてお尻を突き出している。

    スカートは男性講師によって捲りあげられ、ショーツは膝下まで摺り落ちていた。

    放り出された彼女の小さなお尻を、男が両手でがっちりと掴み、バックからグロテスクなペニスを差し込んで、

    「いいよ、祥子さん、今日も美味しいよ」

    と、激しくソレを出し入れしている。

    「ああぁん、私もよ。感じるの……そこ、そこが最高、気持ちいいわ……」

    「あなたの体は全部わかってる、ここ、ここがいいんだね」

    ズボッ、ズボッ、ズボッ……。

    「そう、そうよ、もっと来て、お願い……」

    男はリクエストに応えようと、さらにスピードを上げてグサグサと突きまくった。

    「あぁん、ダメ、気持ち良すぎる。おっぱい……おっぱいも揉んでぇ……」

    祥子さんはそう言うと、自らドレスの肩ひもを取って、乳房を露わにした。そして腰にあった男の手を、自分の胸のふくらみへと導く。

    男は片手で、ゆさゆさと揺れる彼女の乳房をまさぐりながら、衰えない速さで女の秘所を突いた。

    「いいわ、クリトリスも。もっと、してぇ……」

    二人の姿は、まるで動物の交尾だった。ハアハアとうるさいほどの息使いが、こっちにまで聞こえてくる。

    「会長が死んで財産が転がり込んだら、あんな夫とはすぐに離婚して、あなたと暮らしたいわ」

    「わかってるって」

    「あぁーんっ、イックぅぅぅ」

    「俺ももう、限界だ」

    ついに頂点へと昇ったのか。

    男は急に動きを止めたかと思うと、ちょっと苦しそうな顔をして、祥子さんの中へと射精した。

    二人は満足しきった笑みを浮かべ、準備室のソファに抱き合いながら転がった。

    そしてケラケラと笑い出す。

    まさか、家の中で不倫し、離婚の相談までしていたなんて……。

    私は少なからずショックを受けたが、とにかくその場から足音を立てないように離れることに集中した。

    　

    あんなに優しくて素敵なご主人がいるのに、祥子さんはなぜ浮気をしているんだろう。

    秀明さんはこのことに、気が付いているのだろうか。

    大豪邸で何不自由なく暮らす人々にも、様々な想いが潜んでいるようだ。隠された内情は複雑らしい。

    しかし看護師が口を出すべきことでもない。

    今日見たことは全て忘れようと、私は自分に誓っていた。

    　

    ところが……。

    祥子さんが終日、外出しているというある日、秀明さんが突然自宅に戻ってきた。そして、私を呼んでいるらしい。

    彼にまた会えるのを心のどこかで待ち望んでいた私は、緊張しながらその書斎のドアをノックした。

    「はい」

    その人の声がする。

    ドアを開けて、

    「お呼びでしょうか」

    と、中に入った。

    秀明さんは、何か重い表情でデスクに座り、パソコンの画面を凝視していた。そして、

    「知っていたんですね、山本さんは。家内が浮気をしていたことを」

    「えっ!?」

    　彼が見ているパソコンからは、どこかで聞き覚えのある男女の喘ぎ声がしていた。

    私は慌ててその背後に回り込み、画面を確認する。

    「ほら、ここにいるの、あなたでしょ」

    秀明さんはそう言い、準備室の隙間から祥子さんの情事を目撃していた私を指さした。

    「ごめんなさい。見ているつもりはなかったんですけど、足がすくんで動けなくなっちゃって……」

    「あなたを責めてるんじゃないんです」

    「でも、どうしてこんなビデオを？」

    「家政婦のヨシさんが教えてくれたんです。それでＣＣＴＶを……」

    「そう、でしたか……」

    私はこれを再生するときの、この人の気持ちを思うと、いたたまれなくなった。

    「見てられないな……」

    秀明さんはパソコンの電源を落とす。そして、デスクに座ったまま頭を抱えた。

    「すみません、早くお話しすれば良かったんですけど、私も……」

    「言えないですよね、こんなこと」

    「……」

    「僕も薄々は気づいていたんです、妻の様子が変なことに。しかし浮気だけじゃなく、離婚まで考えていたとは。しかも父が死ぬのを待っているなんて……」

    秀明さんは込みあげてきた感情をぶつけるように、拳でデスクをボンッと叩いた。

    そして唇を噛みしめている。

    「あの……」

    「卑怯な男でしょ、僕は」

    「そんなこと……」

    私は彼の悲痛な面持ちに同情し、思わずその肩を抱きしめていた。

    「私にできることがあれば、何でも言ってください」

    そういうと秀明さんは片手で顔面を覆いながら、ポロポロと泣き始めた。

    かける言葉が、見つからない……。

    私は慰めるように、彼の背中を静かに撫でていた。

    　

    すると突然顔をあげた秀明さんは、おもむろに言った。

    「ホントに、何でも言っていいんですか？」

    「あ、はい……私にできることなら」

    「じゃあ、僕を慰めてください」

    「慰めるって……？」

    「君を抱きたいんだ。今すぐ、ここで」

    「え？」

    私は、困惑した。

    もしかして会長に胸を触らせたことで、軽いだとか、簡単だとか、そういう種類の女だと思われているのだろうか。それは悔しすぎる。

    でも今は自分のプライドより、この人の苦しみを取り除いてあげたかった。

    ここでもまた私は、看護師としての性さがに逆らえずにいた。

    　

    「いいですよ」

    　あっさりと答えていた。

    　すると彼はスクッと立ち上がり、無言で私の唇を塞いだ。

    「ん……」

    ファーストキス、だった。

    きっとこの人はそんなことも知らずに、唇を重ねているのだろう。

    ほぼ全裸を触られた経験もあるのに、今日はキスだけでこんなに心臓が高鳴っている。

    彼は、ボーッとして開いた私の唇の隙間を捕らえ、舌を挿入させた。そしてこっちの舌を追いかけるように、熱く絡ませてくる。

    これが、ディープキス……。

    そのエロい感触を初めて実感し、私は今にも気が遠くなりそうだった。

    　

    彼の唇が耳、首を這い出すと、その大きな手は白衣の上から豊かなバストをやわやわと揉み始めた。

    「あんっ……」

    なぜかそれだけでも、ゾクゾクと感じてくる。

    「向こうにベッドがあるんだ。行きませんか」

    彼は答えを待たずに、私を抱き上げた。

    いよいよ、本当の初体験を迎えるんだ。しかも思ってもみないほど歳の離れた、既婚の男性と……。

    会長の指でアソコをいじられただけでも、あんなに気持ちが良かったのに、ペニスが入るというのはどういう感触なのだろうか。

    私はそれを想像すると、妙に全身が震えた。

    　

    書斎の横の、自分専用の寝室のベッドに、秀明さんは私をそっと座らせた。そして着ていた白衣、ズボンを取り去る。

    ブラとショーツだけになった私は、恥ずかしさの余り、胸を両手で覆った。

    「きれいだ……」

    「え……」

    彼は背中に手を回し、ブラホックを外す。胸が解放され、自由になった。

    ぷりんとした、それでいてカタチのいい、自慢の乳房が剥き出しにされる。

    彼はしばらく、その若い女体に目を見張っていたかと思うと、慌てて自分の着ていたものを全て脱ぎ去った。

    そして再びキスを落としながら、おもむろに私をベッドに倒していく。

    今度は直に肌に触れながら、柔らかくて大きな乳房を気持ちよさそうにむにゅむにゅと揉んだ。

    唇は、首から鎖骨、胸元へと這っていく。

    「あぁっん……」

    口と舌で乳房と乳輪を存分に堪能した彼は、そのツンと尖がったピンクのさくらんぼをついに含んだ。

    グリグリと、美味しそうにこね回す……。

    そして甘く噛んだかと思うと、チュウッと吸った。

    そのボリュームあるおっぱいは隅々まで、彼のいやらしい唾液でベトベトだった。

    女の奥は、全身に電気が走ったように疼いていく。

    呼吸は揺れるように大きく乱れ、私は我慢できずに喘ぎ声をあげた。

    「あぁんっ……あぁぅ……うんぅ……」

    　

    彼の唇は、お腹、腰と徐々に降りていく。そしてショーツの周りや太腿を這いながら、

    「この奥も、父に見せた？」

    と、まるで嫉妬するかのように聞いた。

    私は懸命に首を振る。

    会長にヤキモチを焼いてくれているのだろうか。それなら嬉しいけど。

    「中に、唇をつけてもいい？」

    「え……でも、恥ずかしい……」

    まだ外は明るかった。この部屋にも明かりが入っている。

    「じゃあ、カーテンを閉めよう」

    彼はそういうと、一旦私から離れて、遮光の入ったカーテンを引いた。部屋が一気に暗くなる。

    「これでいいよね」

    彼はベッドの脇に座り、ショーツだけを残した私の太腿の内側を、円を描くように撫でながら、自然な感じでその大事な部分を覆っていた薄い布を取り去った。

    そして、両足を左右に大きく開いていく。

    彼の指が、いきなり秘所に触れた。

    「あっ、ん……」

    私は恥ずかしくて足を閉じる。

    「ダメ、見せて」

    そういうと彼は私に膝を立てさせ、その股間に顔を埋めた。

    指で敏感な割れ目を撫でながら、蜜が溢れる入り口に口をつける。

    「あっ、いやん……」

    羞恥で顔が真っ赤になっているのがわかる。

    彼は、エッチな女の液をペロペロと舐めたかと思うと、その穴を指で広げ、中にグッと舌を突っ込んだ。

    「あぁぁっ……うぅん……あぅんっ……」

    なおも、充血したクリトリスを弄ぶ。

    痺れるような極上の快感に、私の腰は自然とモゾモゾと浮きあがっていた。

    「どう？　気持ちいい？」

    「あ、はい……」

    とにかく彼は、優しかった。

    ソフトなタッチで、蜜口への愛撫を続ける。それが意外にも官能を高まらせた。

    「あぁん、ダメ……い、いやんっ……あぁぁっ……」

    　この前とはレベルが違う。

    すでに頂点に達してしまった私は、びちょびちょにアソコを濡らし、体をダラリと脱力させた。

    秀明さんの顔が上がってきた。

    また、キスをされたその瞬間……。

    「うっ……イタッ、い……」

    全身に突き刺すような、激しい痛み。

    私は我慢できず、顔を歪めた。彼のペニスが入ったのだ。

    処女を喪失する時には、痛みを伴うとは聞いていたが、これほどまでだとは想像がつかなかった。

    「え……」

    私の表情に驚いたのか、彼は動きを止めた。

    「痛いって、まさか……」

    「私、経験が少なくて。というより、今日が初めてで……」

    「そんな……そう、だったのか……僕はてっきり……」

    繋がったまま、明らかに戸惑いを見せる彼がいる。

    「ごめんなさい。こういうのって、男性からすると楽しくないんですよね」

    「そんな問題じゃ……どうしたらいい？　まだ奥まで入れてない。やめようか？」

    「私のこと、嫌いですか？」

    「そんなわけは……」

    「じゃあ、続けてください。あなたが初めての男ひとで良かったって、思っていたんです」

    「山本さん……」

    「お願いします」

    すると彼は決心したように、ゆっくりとペニスを奥まで沈めた。

    「大丈夫？」

    「はい」

    私の中に、大きな塊が存在しているのがわかる。

    「動いても、いいかな」

    「はい……」

    彼は大きなソレを、本当に動かし始めた。

    最初は痛いだけだったけど、そのうちに何ともいえない感触が昇ってくる。

    「あぁん、うっ……あぁ……気持ち、い、い……ハア、ハア、ハア……」

    彼の動きの幅は、私の呼吸と共に徐々に広がっていく。

    そして、やってくる未知の疼き……。

    「セックスって、こんなにいいものだったんですね」

    「僕も久しぶりだよ、これほど感じるのは」

    そういうと彼は、気持ちよさそうな顔をした。

    嬉しかった、この人の役に立てていることが。そして今、私がその心の痛みを和らげている。

    　

    彼の動きが、ズボズボと一層激しくなってきた。

    崩れ落ちるような、快感……。

    「あぁん、ダメっ……いやぁん……あぁぁぁ……」

    全身が官能の渦に巻き込まれ、初めてソレが入れられた私の中は、ギュッと締め付け強張った。

    「イッたようだね……」

    「……」

    すると彼も最後に、

    「うっっ……」

    と短い声をあげ、私の中へと射精した。

    抜き取られたペニスの奥からは、処女の鮮血がにじんだ液が溢れていた。

    彼はそれを感慨深げに見つめ、

    「初めてだったのに、僕なんかと……」

    と、静かに呟いた。

    　

    　

    秀明さんは録画したＣＣＴＶの画像を証拠として提出し、祥子さんと離婚した。

    不貞の事実は向こうにあったし、しかも財産分与として相当額を提示したので、思ったより早く決着がついたようだ。

    そして、その後も在宅看護師として勤めていた私にも、変化が起きていた。

    なんと、妊娠したのである。もちろん、秀明さんの赤ちゃんだ。

    　

    彼もお父様である会長とよく似ているというか、けじめだけはしっかりとつけるタイプだった。

    映画館で手を握り合ったり、景色の良い場所をドライブしてキスをしたり、豪華なディナーをご馳走になったり。

    それ以降彼は、いわゆるデートを繰り返しているだけで、私を抱こうとはしなかった。

    思った以上に、突然処女を犯してしまったという責任を重く感じているらしい。

    　

    そして来月、私たちは籍を入れる。

    お腹が目立つ前に、チャペルで結婚式も行う予定だ。

    今後は、堂々と彼とセックスを楽しむことができる。

    何よりこれからは、金銭面での苦労が消えた。

    私の処女膜と交換して得たものは、計り知れないくらい大きかったのかもしれない。

    いきなり妻、母となってしまうけど……。

    藤堂家の跡取りを無事に産み、これからは年相応の人と同じくらい、いや、その何十倍も贅沢な人生を送っていきたいと思っている。

    　

    　

    （終わり）

    　

    　

    作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

    本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

    また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。

    　

    　

    書名　　　　　在宅看護師のいけない関係

    著者　　　　　早瀬らいむ

    表紙イラスト　羊毛兎

    発行日　　　　二〇一二年三月発行

    発行所　　　　株式会社オリオンブックス

    住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-１６
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